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当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただく
ため、アンケートを実施いたします。お手数では
ございますが、下記の方法にてアンケートへの
ご協力をお願いいたします。 

※本アンケートは、株式会社エーツーメディアの提供する「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。 

アンケート実施期間は、本事業報告書がお手元に到着してから約2ヶ月間（2007年2月20日まで）です。 

2309

株主の皆様の声を 
お聞かせください 

アンケートのお問合せ  「e-株主リサーチ事務局」 

今日、そして明日へ
シミックは医薬品産業を通じて

EBMの確立に貢献し続けます

19％ 
メールでの情報提供 

その他 12％ 

11％ 
会社説明会 

IR広告 
13％ 

13％ 
株主向け情報誌 

ホームページ 
での情報提供 
32％ 

第22期中間事業報告書及び当社ホームページより実施いたしました
アンケート調査において、株主の皆様には貴重なご意見を賜り誠に
ありがとうございました。今後も皆様のご期待に沿えるよう企業努力
を続けてまいります。

ご要望のありました「メールでの情報提供」に関して、2006年12月
より新たにサービスを開始いたしました。当社ホームページよりご登
録ください。

株主アンケートのご報告

当社のIR活動について、特に充実を希望すること
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シミックグループは、当期新たに仲間入りしたシミック

ブラジル、シミック・エスエス・CMO譁を含め、現在

連結子会社13社および関連会社1社で構成しています。

グループの経営資源を有効活用し、各事業の相互

連携による相乗効果を発揮させ、更なる成長を

目指します。
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当社グループは、「科学的根拠に基づいた医療

（EBM）の確立に貢献する企業」を理念として、

1992年に医薬品の開発支援事業（CRO）を

立上げ、2000年にはマーケティング・販売支援

事業（CSO）を、2005年からは製造支援事業

（CMO）を開始し、製薬企業の研究開発・

製造・販売の3つの主要業務を支援できる体制

を構築いたしました。

今後ともCROをコア事業として、医薬品産業

のみならずヘルスケア全般において新たな事業

を創生し、クライアントの付加価値を高める事

業を展開してまいります。

Group Structure
グループ体制

主に製薬企業等との契約によ
り、臨床試験・市販後の調
査・臨床研究等に関する専門
的なサービスの提供を行う業務

シミックグループ
新たな成長ステージへ

CMO
Contract
Manufacturing 
Organization

CRO

CMIC
Contract 
Research
Organization

Pharmaceutical
Value
Creator

医薬品製造受託

医薬品開発受託

海東エスエス製薬株式会社 シミック・エスエス・CMO株式会社

株式会社シミックアカデミックデータセンター

製薬企業等から医薬品等の
製造を受託する業務 その他

OthersCSO
Contract 
Sales 
Organization

医薬品のマーケティング・販売支援

PCN株式会社

株式会社シミックCP
株式会社シミックBS

エムディエス株式会社 株式会社シミックエムピーエスエス

販促資材の企画・制作、MR派遣・MR教育研修等、
医薬品のマーケティング・販促の支援

CMIC（Beijing）Co., Ltd.CMIC Korea Co., Ltd.

シミックCRC株式会社

シミック株式会社

CMIC BRASIL PESQUISAS
CLI′NICAS LTDA.

NEW

NEW

持分法適用会社 富士フイルム・シミック ヘルスケア株式会社

株式会社応用医学研究所



Q当期、当社グループにおいては、CRO事業をはじめとす
るCMO事業、CSO・その他事業の事業領域の拡充や国内
外からの受注拡大に努めた結果、増収増益を継続し、売上
高17,556百万円と、25％以上の売上成長率を確保しまし
た。当期純利益においては、子会社の譁応用医学研究所が
東証マザーズ市場に上場したことに伴う特別利益385百万
円の増加により、前期比62.2％の増加となりました。

当期の業績（連結）について教えてください

Q
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国内医薬品市場は、政府による後発品の使用促進等が進め
られ、引き続き厳しい状況にあります。また、2005年4月の
薬事法の改正により、製薬企業は新薬開発型・営業特化型・
疾病特化型など様々な形態を指向しつつあり、経営資源を専
門エリアに集中させるべく、外部委託を積極化させています。
当社グループは、製薬企業が本来的にもつ研究開発、製造

と営業マーケティングの3つのバリューチェーンを支援し、そ
れぞれのニーズに的確に対応できる新しいビジネスモデル
「PVC（Pharmaceutical Value Creator）」を構築しました。医
薬品市場の成長の波にも柔軟に対応できるPVCモデルの実践
により、CRO・CMO・CSOのそれぞれの事業領域において、
今後も順調に成長していくものと確信しています。

●当期の業績（連結）

事業環境について教えてください

To Our Shareholders I n t e rvi e w  w i t h  t h e  P r e s i d e nt
社長インタビュー

代表取締役会長兼社長／CEO

中村 和男

当社は、1992年に現在の事業の柱であるCRO事業を日本で
初めて開始いたしました。現在では「Pharmaceutical Value
Creator」として、主に製薬企業の企業価値を最大化させるた
め、医薬品等の研究開発業務に限らず、製造業務、販売・マ
ーケティング業務も含めた総合的なサポートビジネスを展開し
ております。
当期は、国内CROでは初の南米拠点シミックブラジルの設

立、エスエス製薬譁の富山工場事業の取得による本格的な製
造受託事業の開始等、大きな飛躍を実現した一年でした。
当社は、株主の皆様によるご支援のもと2005年9月に東京

証券取引所市場第一部に上場いたしましたが、今後ともベン
チャースピリットをもって、製薬企業をはじめとするクライア
ントのより良きパートナーとなるべく、専門性を活かした事業
を展開してまいります。

日本初のCRO、シミックは
グローバルへ新規事業へと挑戦し
更なる飛躍を目指します

「Pharmaceutical Value Creator
（ファーマシューティカル・バリュー・クリエイター）」の確立へ

2006年9月21日、子会社でCRO事業の前臨床業務を行う
譁応用医学研究所が、東京証券取引所マザーズ市場に上場いた
しました。これもひとえに株主の皆様によるご支援の賜物と心
より感謝申し上げます。そこで、前期の東証一部指定記念配当
に引き続き、当期も記念配当を実施することにいたしました。
つきましては、普通配当186円に記念配当30円を加え、年間配
当金は216円といたします。
今後も、業界の環境変化をいち早く捉え、ニーズの変化に対

応できるビジネスを展開できるよう、財務基盤と企業体質の強化
を図るとともに、株主の皆様への利益配分を図ってまいります。

株主の皆様には、引き続きご支援ご鞭撻を賜りますよう、よ
ろしくお願い申し上げます。

譁応用医学研究所上場に伴う記念配当の実施

株主の皆様へ
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成長率はCRO+SMO合算 

関連会社 
薬事法改正 

2001/12

成長率 
69％ 

成長率 
42％ 

成長率 
40％ 

成長率 
19％ 

成長率 
11％ 

2002/12 2003/12 2004/12 2005/12 2006/12 2008?

会員 

出典：日本CRO協会の年次業績報告書をもとに当社試算
注）2005-6年は会員34社、2003-4年は会員31社、2002年は会員25社、2001年は

会員19社の集計値

●日本のCRO市場（前臨床、CSOは除く）

2005.9

14,028百万円

2006.9

17,556百万円

25.2%
up

1,432百万円 1,612百万円
12.5%

up

619百万円 1,004百万円

62.2%
up

当期純利益

経常利益

売上高

株主の皆様には、日ごろより格別のご支援を賜り、厚く御礼申
し上げます。



Q当社事業の柱であるCRO事業については、臨床試験の国際化

に対応できるよう、人材の増強・育成に注力すると同時に、

EDCを用いた臨床試験の受託体制を強化していきます。また、

当社グループはPVC （Pharmaceutical Value Creator）として国

内唯一の医薬品開発過程における一貫した総合受託体制を築

き、クライアントの付加価値を高めるサービスを提供しており

ますが、更にこれを強化し、顧客の拡大と既存顧客の深耕を積

極的に行います。一方、CRO事業に加え、IPD（知的財産開発）

のような付加価値ビジネスも取り込むことにより利益率の改善

を図る所存です。また、事業拡大のためにはM&Aなどの方法も

検討していきます。

このような事業展開を行うことで、2007年9月期は、当期に

引き続き25％以上の売上高の増を計画しています。

今後の事業展開について教えてください

Q近年、臨床開発において、アジアン・スタディ（アジアでの

臨床試験）の重要性が増しています。当社グループは、韓国

（シミックコリア）・中国（シミック北京：北京・上海）を中

心にこれらのニーズに対応できる体制をいち早く整備してきま

した。また、シンガポール・台湾・香港などのアジア・パシフ

ィック地域にも展開を拡げるため、2006年12月にシンガポール

に子会社を設立する予定です。

また、当社グループは2006年4月、新たにブラジルに拠点を

構え、グローバル・スタディ（国際共同臨床試験）に対応でき

る対応できるようグローバル戦略のための基盤作りを推進して

いきます。

グローバル展開について教えてください
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I n t e rvi e w  w i t h  t h e  P r e s i d e n t
社長インタビュー

●グローバル展開拠点

JAPAN

South Afr icaBrazi l
Argent ina

Chi le
Austra l ia (2)

S ingapore

Taiwan
Hong Kong

Israel

Czech Republ ic
Hungary
Poland
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Belgium(3)
England(3)
France
Germany(3)
I ta ly
Nether lands
Scot land(2)
Spain

Thai land

China

IndiaMexico

Canada

U.S. (25)

PPD社（アメリカ） 
シミックグループ 

Korea

Q当期は、CRO事業が引き続き順調に売上を伸ばしたことに加

え、CMO事業、CSO事業等の新規事業が業績に貢献しました。

CRO事業は、CRC業務が事業環境の変化により前期売上高

を下回ったものの、モニタリング業務の大型案件受注や既存案

件の着実なる遂行、データマネジメント業務の継続的な受注や

新規顧客からの受注等が貢献し、売上高17.6％増と好調に推移

しました。

CMO事業は、2005年8月に子会社化した韓国の海東エスエス

製薬譁の業績が当期より含まれております。医薬品の製造業務

の外注化が進んでいる中で、2006年9月に取得した富山工場に

より、当事業は今後業績拡大が期待できます。

CSO・その他事業については、販促資材の制作・企画を行う

エムディエス譁を中心に好調に推移し、77.0％増を達成しました。

各事業の状況を教えてください。

（百万円） 

2005.9

10,000

25,000

20,000

5,000

0

15,000

2007.9 
（計画） 

2006.92002.9 2004.92003.9

17,556

22,000

10,797

8,538
6,525

14,028

 CSO・その他事業 
CMO事業 

CRO事業 

2.6%
10.4%

87.0%

前臨床業務 

8.1%
薬事コンサルティング業務等 

データ 
マネジメント業務 

15.9%

CRC業務 

11.6%

5.1% モニタリング業務 

46.3%

●売上高 ●2006年9月期　売上高構成比

売上高 22,000百万円

伸び率 25.3％増

2007年9月期　売上目標

コアビジネスの強化
－国際化

新ビジネスモデルPVCの完成

付加価値ビジネスの取り込み

M&A

●

●

●

●

シミックグループ成長のための施策
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臨床試験には数百億円の経費と十数
年の時間がかかります。臨床試験の迅
速化とコストの削減の手段として最も
期待されているうちの一つが、コンピ
ュータネットワークを活用した臨床試
験のEDC化（Electronic Data Capture）
です。欧米に比べ日本での導入は遅れ
ていますが、当社はグローバルアプリ
ケーションパッケージであるInFormTM

（英語版）を採用し、今後活発化するア
ジアン・スタディ、グローバル・スタ
ディへの展開を含め、受注拡大に繋げ
ていきます。

EDCシステムを用いた臨床試験
支援の強化

当期、医薬品開発のグローバル化の
流れに対応するべく、国際的な臨床試
験の実施基準を充たし、かつ短期間の
うちに比較的低コストで、欧米および
日本向け医薬品・食品等の試験の実施
が可能なブラジルに現地法人を設立し
ました。ブラジルは、日系人を含め多
様な人種の臨床試験参加が比較的容易
な環境にあります。日本のみならず世
界の製薬企業から医薬品・食品試験を
受託し、ブラジルで有数の病院内に設
置したクリニカルリサーチセンターにて
臨床試験を支援していきます。

ブラジルにおける臨床試験支援
事業の開始

CMIC BRASIL
クリニカルリサーチセンター 

医薬品試験 食品試験 

クリニカルリサーチセンターネットワーク 

CRO+SMO

病  院 病  院 

●シミックブラジルの役割CRO Contract 
Research
Organization

CRO事業は当期、受託体制の強化により順調に売上を伸ばし、
また将来の業績拡大に向けて、海外拠点の増強および支援業務
の拡大に努めました。

13,000

10,000

20,000

5,000

0

15,000

（百万円） 

2005.9

17,122

2007.9 
（計画） 

2006.9

15,282 ●第一種・第二種医薬品製造販売業許可取得
●ブラジルにて臨床試験支援事業を開始
●シミック北京が上海事務所を開設
●大阪商工会議所の「創薬シーズ・基盤技術等流通市場」運営協力
●EDCシステムを用いた臨床試験支援の強化
●アジアン・スタディの受託拡大

当期のイベント

創薬シーズ（医薬品候補物質）や基
盤技術（創薬で使われる技術）等の売
買情報を掲載する日本初の創薬特許流
通サイト「創薬シーズ・基盤技術等流
通市場」が開設されました。医薬品候
補物質が医薬品として承認される確率
は1/15,000と言われており、大学や製
薬企業には開発を途中で断念した特許
物質が多くあります。サイト開設によ
り新たなビジネスチャンスが生まれる
可能性があり、当社は臨床試験のコン
サルティングを含めた総合支援を行い
ます。

大阪商工会議所の「創薬シーズ・
基盤技術等流通市場」運営協力

当社は、2006年4月に第一種医薬品
製造販売業（処方せん医薬品）、更に9
月には第二種医薬品製造販売業（処方
せん以外の医薬品）許可を取得しまし
た。これにより、日本での医薬品の販
売を目指す海外製薬企業や販売チャネ
ルを持たない海外ベンチャー企業に代
わって、臨床試験の実施から承認申請
および流通販売まで、日本における全
ての業務を代行することが可能となり、
今後コンサルティング業務の更なる拡
大が期待できます。

第一種・第二種医薬品製造販売業
許可取得

●医薬品製造販売業許可証
基礎研究 前臨床試験 臨床試験（治験） 申請・承認 

販売・ 
製造販売後調査 

2～3年 3～5年 3～7年 1～2年 4～10年 

医療機関における試験 
第Ⅰ相試験：健康成人
（同意者）を対象にした
安全性の検討 
第Ⅱ相試験：少数患者
（同意者）を対象にした
有効性・安全性・用法・
用量の検討 
第Ⅲ相試験：多数の患
者（同意者）を対象にし
た既存薬との比較検討 

● 

 

新規物質の創製 
医薬品として可能性 
ある候補物質の選別 

● 

● 

実験動物や細菌などを
用いた有効性・安全性
の検討 
原薬および製剤の製造
方法、規格および試験
方法、安定性の検討 

● 

 

 

● 

臨床試験ではわからな
かった副作用を広範囲
に追跡調査 

● 

 

国（厚生労働省）が 
審査 

● 

 

（期間） 

医薬品開発受託
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2005年4月改正薬事法の施行により
医薬品製造の全面受託が可能となった
ことを契機に、2005年8月韓国に製造
工場を擁する海東エスエス製薬譁の株
式を取得し、子会社化しました。現在、
日本および韓国で販売する様々な一般
用医薬品を受託製造しており、品質の
高さ・コストパフォーマンスの良さが
評価されています。同社は、当期より
売上を計上し、連結売上高に貢献しま
した。

海東エスエス製薬譁が売上貢献

韓国の海東エスエス製薬譁に続き、
国内では初の製造拠点として、2006年
9月エスエス製薬譁の富山工場の事業を
取得しました。現在は軟膏・クリーム
剤、坐剤、歯磨剤、ゲル剤、カプセル
剤（包装）の製造が可能であり、今後
は治験薬の製造受託にも乗り出す方針
です。それぞれの製剤における独自の
製造技術を武器に、新規顧客開拓によ
る受託の拡大を目指し、更なる製剤開
発力の向上にも努めていきます。

シミック・エスエス・CMO譁
子会社化

●シミック・エスエス・CMO譁富山工場

子会社のエムディエス譁は、新薬等
の学術印刷物や説明会資料などの販促
資材を企画・制作しており、製薬企業
のマーケティング・販促活動を支援し
ています。同社は飛躍的な成長を遂げ
ており、今期は売上倍増を達成し連結
売上高に大きく貢献しました。外資系
を中心として、コンサルティングを含
んだ販促資材企画・制作という総合的
なマーケティング支援の需要が高まり
つつあり、今後も売上拡大を見込んで
います。

エムディエス譁による販促資材
売上拡大

IPD事業（開発品目の知的財産開発
を進め自社で行い、承認取得後、製造
販売権を第三者に付与し、売上に応じ
たロイヤリティ収入を得る事業）とし
て、自社開発を行っていた体外診断薬
「L-FABP」を2006年9月承認申請しま
した。「L-FABP」は、腎疾患の悪化の
度合いを予測する診断マーカーで、承
認が得られた場合はIPD案件の第一号
としてロイヤリティ収入が期待できま
す。

自社開発の体外診断薬L-FABPを
申請

●体外診断薬「L-FABP」

CMO Contract
Manufacturing 
Organization

CSO・その他
Contract 
Sales 
Organization
Others

（百万円） 

2005.9

1,027
1,400

2,800

700

0

2,100

2006.9

1,818

2007.9 
（計画） 

2,474

456

（百万円） 

1,400

2,800

700

0

2,100

2006.9

2,402

2007.9 
（計画） 

●シミック・エスエス・CMO譁を子会社化

●韓国の製造子会社、海東エスエス製薬譁が売上貢献

当期のイベント

●エムディエス譁による販促資材売上拡大
●MR認定試験、合格率100％を達成
●コントラクトMR事業、売上が徐々に伸長
●自社開発の体外診断薬L-FABPを申請
●米国バイオベンチャー、キナメッド社と提携
●健康ポータルサイト「healthクリック」において
動物病院検索サービスを開始

当期のイベント
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CMO事業は当期、当社グループにとって国内初の製造拠点と
なるシミック・エスエス・CMO譁の子会社化を行い、大きな
飛躍へ向けての一歩を踏み出しました。

医薬品製造受託

当期は、販促資材企画・制作やコントラ
クトMR事業等のCSO事業における受託
強化のほか、患者中心の医療を支えるヘ
ルスケアサービスの強化、IPD事業の推
進を行いました。

医薬品のマーケティング・販売支援、その他
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連結貸借対照表（要旨）

10,027,883

3,981,461

808,615

1,555,959

6,346,036

16,373,919

3,488,596

3,017,090

6,505,687

－

－

－

－

－

－

－

9,085,767

74,511

707,953

9,868,232

16,373,919

資産の部

流動資産合計

固定資産

有形固定資産

無形固定資産

投資その他の資産

固定資産合計

資産合計

負債の部

流動負債合計

固定負債合計

負債合計

少数株主持分

少数株主持分

資本の部

資本金

資本剰余金

利益剰余金

為替換算調整勘定

資本合計

負債、少数株主持分及び資本合計

純資産の部

株主資本

評価・換算差額等

少数株主持分

純資産合計

負債・純資産合計

（単位：千円）

科　　目

7,747,449

1,134,234

1,094,111

1,390,446

3,618,793

11,366,242

2,213,480

769,837

2,983,318

68,257

3,081,750

3,326,990

1,908,146

△ 2,219

8,314,667

11,366,242

－

－

－

－

－

当　期
2006年9月30日現在

連結損益計算書（要旨）

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

税金等調整前
当期純利益

法人税、住民税
及び事業税

法人税等調整額

少数株主利益

少数株主損失

当期純利益

（単位：千円）
連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

（単位：千円）

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る
換算差額

現金及び現金同等物の増減額
（△は減少額）

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の期末残高

17,556,918

12,305,772

5,251,146

3,698,087

1,553,058

138,631

79,040

1,612,650

386,307

27,887

1,971,071

1,026,306

△ 66,322

6,799

－

1,004,288

科　　目

14,028,233

9,836,442

4,191,790

2,798,278

1,393,512

56,054

16,673

1,432,892

－

160,332

1,272,559

774,647

△ 96,648

－

24,742

619,302

前　期
2004年10月 1 日から
2005年 9 月30日まで

392,920

△ 2,373,023

2,842,589

18,262

880,748

3,339,007

4,219,756

科　　目

364,011

△ 1,339,368

△ 109,871

2,781

△ 1,082,447

4,421,454

3,339,007

前　期
2004年10月 1 日から
2005年 9 月30日まで

当　期
2005年10月 1 日から
2006年 9 月30日まで

2005年10月 1 日から
2006年 9 月30日まで

当　期

F i n a n c i a l  Stat e m e nts
財務データ

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金
当　期

（単位：千円）
連結株主資本等変動計算書（要旨）

（ ）2005年10月 1 日から
2006年 9 月30日まで

2005年9月30日残高
連結会計年度中の変動額
新株の発行
剰余金の配当
剰余金の配当（中間配当）
利益処分による役員賞与
当期純利益
株主資本以外の項目の
連結会計年度中の変動額（純額）

連結会計年度中の変動額合計
2006年9月30日残高

3,081,750

6,000
－
－
－
－

－

6,000
3,087,750

3,326,990

6,000
－
－
－
－

－

6,000
3,332,990

1,908,146

－
△89,042
△70,363
△88,000
1,004,288

－

756,881
2,665,027

68,257

－
－
－
－
－

639,695

639,695
707,953

少数
株主持分

当期純利益は、連結子会社である譁応用

医学研究所の東証マザーズ市場上場に伴い

株式400,000株の売出しを行った結果、特

別利益として385百万円の関係会社株式売

却益等が生じました。

譁応用医学研究所
東証マザーズ市場上場

シミック・エスエス・CMO譁子会社化

（取得価額22億円）により、有形固定資産

の増加および同社株式取得のための借入金

が増加しました。

シミック・エスエス・CMO譁の
子会社化

2006年5月1日施行の会社法により、

「資本の部」が廃止され、「純資産の部」

が新設されました。これは、貸借対照表

上、資産性を持つものを「資産の部」、負

債性を持つものを「負債の部」に記載

し、それらに該当しないものを資産と負

債との差額として「純資産の部」に記載

するものです。これにより、会社の支払

い能力などの財政状態を、より適切に表

示することが可能となります。

2006年5月1日施行の会社法により、「連結剰余金計算書」が廃

止され、「連結株主資本等変動計算書」が新設されました。これ

は、貸借対照表の純資産の部の中で、主として株主の皆様に帰属

する株主資本について、その1会計期間における変動事由と変動

額を、連結ベースでご報告するために作成する計算書類です。

評価・換算
差額等

△2,219

－
－
－
－
－

76,730

76,730
74,511

前　期
2005年9月30日現在

8,382,924

12,000
△89,042
△70,363
△88,000
1,004,288

716,426

1,485,308
9,868,232

純資産合計

8,316,886

12,000
△89,042
△70,363
△88,000
1,004,288

－

768,881
9,085,767

株主資本合計
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株 式 会 社 ア ル テ ミ ス
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
中 村 和 男
み ず ほ キ ャ ピ タ ル 株 式 会 社
シ ミ ッ ク 従 業 員 持 株 会
資産管理サービス信託銀行株式会社
中 村 圭 子
日本マスタートラスト信託銀行株式会社
野 村 信 託 銀 行 株 式 会 社
ノーザン　トラスト　カンパニー（エイブイエフシー）スウェーデン　クライアンツ

大株主

株主名 持株数（株） 持株比率（％）

318,410
68,990
61,980
17,600
13,470
9,590
7,080
6,400
6,378
6,362 

41.9
9.0
8.1
2.3
1.7
1.2
0.9
0.8
0.8
0.8

発行可能株式総数 ………………………………2,300,000株
発行済株式総数 ……………………………………758,600株
株主数 …………………………………………………6,246名

個人その他 
（6,076名）  
38.16％ 

その他国内法人 
（79名）45.00％ 

金融機関 
（33名）14.21％ 

政府及び地方公共団体 
（1名）0.00％ 

証券会社 
（27名）1.28％ 

外国法人等 
（30名）1.35％ 

シミック株式会社
1985年
3,087,750千円
〒141-0031  東京都品川区西五反田7-10-4 金剛ビル
1,743名（連結）
北海道支社　東北支社　北陸支社
名古屋支社　大阪支社　中国支社
九州支社

（株）シミックBS （株）シミックCP
シミックCRC（株） （株）シミックMPSS
エムディエス（株） （株）シミックADC
PCN（株） （株）応用医学研究所
シミック・エスエス・CMO（株） 海東エスエス製薬（株）
CMIC Korea Co., Ltd. CMIC（Beijing）Co., Ltd.
CMIC BRASIL PESQUISAS CLI′NICAS LTDA.
富士フイルム・シミック　ヘルスケア（株）

商 号
設 立
資 本 金
本社所在地
従 業 員 数
事 業 所

グループ会社
（連結子会社）

持分法適用会社

代表取締役会長兼社長

代 表 取 締 役 副 社 長

取 締 役 副 社 長

取 締 役 副 社 長

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役 （ 社 　 外 ）

監 査 役 （ 常 　 勤 ）

監 査 役 （ 非 常 勤 ）

監 査 役 （ 非 常 勤 ）

監 査 役 （ 非 常 勤 ）

中　村　和　男

中　村　　　紘

市　川　宏　司

中　村　圭　子

中 村 宣 雄

小　作　　　寛

堀　井　宏　晃

望 月 　 渉

原　　　　　護

中　野　信　介

酒　井　　　繁

種　房　俊　二

古　庄　隆　史

（注）1．発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下2位を切り捨てております。
上記株主の所有株式数のうち、信託業務にかかる株式数は次のとおりであります。
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
資産管理サービス信託銀行株式会社
日本マスタートラスト信託銀行株式会社
野村信託銀行株式会社

68,990株
9,590株
6,400株
6,378株

2．

会社概要（2006年9月30日現在） 役　員（2006年12月15日現在）

所有者別の構成比率（株式数比率）

株式の状況（2006年9月30日現在）

資産の部

流動資産

固定資産

資産合計

負債の部

流動負債

固定負債

負債合計

資本の部

資本金

資本剰余金

利益剰余金

資本合計

負債・資本合計

純資産の部

株主資本

純資産合計

負債・純資産合計

売上高

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

税引前当期純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

当期純利益

前期繰越利益

配当金

当期未処分利益

6,769,875

6,244,523

13,014,398

2,160,990

2,293,629

4,454,619

－

－

－

－

－

8,559,778

8,559,778

13,014,398

5,559,010

4,180,681

9,739,692

1,154,349

233,790

1,388,139

3,081,750

3,326,990

1,942,812

8,351,552

9,739,692

－

－

－

10,112,806

7,055,530

3,057,275

2,002,134

1,055,140

139,733

23,041

1,171,833

246,600

358,693

1,059,739

723,124

△ 65,017

401,632

－

－

－

科　　目

8,168,917

5,721,500

2,447,416

1,466,834

980,582

101,402

6

1,081,979

－

115,410

966,568

448,561

△ 33,552

551,559

334,865

51,312

835,112

前　期
2004年10月 1 日から
2005年 9 月30日まで

個別貸借対照表（要旨） 個別損益計算書（要旨）
（単位：千円）

科　　目 前　期
2005年9月30日現在

当　期
2006年9月30日現在

（単位：千円）

当　期
2005年10月 1 日から
2006年 9 月30日まで

F i n a n c i a l  Stat e m e nts
財務データ

Co r p o r at e  D ata & Sto c k  I n f o r mat i o n
会社概要・株式の概況

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金
当　期

（単位：千円）個別株主資本等変動計算書（要旨）

（ ）2005年10月 1 日から
2006年 9 月30日まで

2005年9月30日残高
事業年度中の変動額
新株の発行
剰余金の配当
剰余金の配当（中間配当）
利益処分による役員賞与
任意積立金の積立
当期純利益
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額（純額）

事業年度中の変動額合計
2006年9月30日残高

3,081,750

6,000
－
－
－
－
－

－

6,000
3,087,750

3,326,990

6,000
－
－
－
－
－

－

6,000
3,332,990

1,942,812

－
△89,042
△70,363
△46,000 

－
401,632

－

196,225
2,139,038

8,351,552

12,000
△89,042
△70,363
△46,000 

－
401,632

－

208,225
8,559,778

株主資本合計

8,351,552

12,000
△89,042
△70,363
△46,000 

－
401,632

－

208,225
8,559,778

純資産合計


